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結果を残した人だけ幸せ？ 

校長 高橋 祐二 
 

校舎の周りの木々が、赤や黄色に染まり晩秋の候を迎えました。今年は、昼夜の寒暖差が

大きく、例年に比べ、一段と綺麗な紅葉が見られるとのことです。 

さて、３年生のアスリート生にとっては、高校生活が残り約一月となりました。３年間、

志を持って仲間と共に挑戦し続けたことに対して、心から「お疲れ様！がんばったね！」と

声をかけたいと思います。 

私は、日頃から職員や生徒に、「学校は、人が幸せになるための場である。」と話をしてき

ました。では、子どもたちにとって、学校が幸せな場であるというのは、どのような場なの

でしょうか？アメリカの心理学者であるマズローによれば、人間の最大欲求は自己実現す

ることであり、自分の思い描いた夢や目標が実現できたとき、幸せ（満足感）を感じるとい

うことです。つまり、学校が幸せな場であるためには、生徒の自己実現を充足させなくては

なりません。そして、私たち学校職員は、子どもたちの夢や目標を実現させることが使命で

す。 

では、自分の思い描いた夢や目標が実現できなければ、幸せではないのか？ということで

す。さて、みなさんは、この問いに対して、どう思われますか？綺麗ごとを言っても、「勝

たなくては？」「記録が伸びなければ？」と結果を残さなくては、幸せではないのではない

か？と考える人もいるかもしれません。さて、この問いに対して、子どもたちは、どう答え

たでしょうか？ 

女子バスケ部のＦさんは、「目標にしていた全国大会に出場することはできなかったけど、

３年間、仲間と切磋琢磨しながら練習できたことは、一生の思い出であり自分の成長にもつ

ながった。そして、仲間ができなかったことが、練習を通してできるようになった時、自分

のことのように嬉しかった。」と述べてくれました。 

また、陸上部のＫさんは、「目標にしていた全国大会に出場できなかったことは悔しいけ

ど、自分をここまで成長させてくれた顧問の先生方に感謝している。そして、仲間にも恵ま

れ、目標に向かって練習してきたことは、辛いこともあったけど一生忘れない。大学に行っ

ても競技を続けがんばっていく。」と述べてくれました。 

皆、目標を達成できなかった悔しさはあるものの、仲間と共に切磋琢磨し目標に向かって

努力してきたことは、一生の財産になったと述べてくれました。そして、これからの人生、

辛いことにぶつかってもへこたれず、前を向いて進むことができると決意を述べてくれま

した。「結果を残すことだけが幸せではなく、これまで、仲間と共に切磋琢磨してきたこと

が幸せである。」と話を聞き、すべての子どもたちが、夢や目標を抱き努力してきたことが

幸せにつながると確信しました。爽やかに話をしてくれた姿から、これから未来ある開志国

際高校生を、心から応援したくなりました。そして、アスリート生のみならず、医学科進学、

国際情報コースのみなさんも、日々、自分の夢や目標の実現に向けて努力している姿があり

ます。実現できるように、全職員で支援していきます。保護者ならびに地域の皆様におかれ

ましては、これからも、本校の部活動ならび教育活動にご支援とご協力を賜りますよう心よ

りお願い申し上げます。 
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